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研究成果の概要（和文）：筋肉内注射時に用いられるＺ-track法が，薬液を皮下組織に漏れるの

を防ぎ確実に筋層に封入させるかについて検討した．聞き取り調査では，看護師の意識ではその

効果の実感がないことが明らかとなった．また，Ｚ-track法をおこなったときの皮膚表面と皮下

組織層の移動距離を分析した結果Ｚ-track法の原理どおりに充分皮下組織層を移動させるのは困

難であった．さらに，実験用動物を用いて実験した結果，Ｚ-track法がとくに皮下への漏れ防止

に有効であるとの所見は得られなかった．  
 
研究成果の概要（英文）： Using the Z-track method, I examined whether it was possible to 
prevent leakage of drug solution into subcutaneous tissue at sites of intramuscular 
injection. Inquiry among nurses revealed a widespread impression that the method did not 
prevent such leakage. I analyzed the distance moved by the skin surface and subcutaneous 
tissue while applying the Z-track method, and found that it was difficult to move the 
subcutaneous tissue layer sufficiently according to the principle of the method. 
Furthermore, an experiment using rabbits showed that the Z-track method was not 
particularly effective for prevention of leakage into subcutaneous tissue. 
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１．研究開始当初の背景 

筋肉内注射（以下，筋注とする）を実施す
る際の注射液の皮下への漏れ防止の工夫で
ある Z-track 法は，海外文献においては筋注
のスタンダードな方法であるのに対し，わが
国のテキストでは触れられていない．日本で
はサルに微粒子活性炭を注射した実験的研
究が一件あり，その有効性が雑誌に紹介され

た（図 1）ものの，これまで臨床の実践者が
いるかは未知であった．そのような中，本研
究者は 2007 年度の臨床調査において，精神
科領域でデポ剤筋注時に Z-track 法を用いる
べきと紹介された書籍等があること，実際に
実践者がいたこと，しかしその効果について
は実践者自身も疑問があり検証研究に関心
が高い現状を明らかにした．そこで，Z-track

 



 

 

法の理論背景である皮下組織層と筋層のズ
レという現象や，筋層に封じ込めるという効
果についての実験的検証が必要であると考
えた．また，臨床看護師からは，実際に現在
この方法で実施されている統合失調症治療
のためのデポ剤を用いて検証することが期
待されている．本当に Z-track 法が有効であ
るのか，また，近年の筋注研究において部位
特定方法や針の刺入深度等詳細な検討が積
み重ねられている中，この Z-track 法はどの
ように位置づけられるか，検討していく必要
があると考えられた． 
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図 1  Z-track 法の手順 

 

２．研究の目的 
Z-track 法に関して，以下の 3 点を明らか

にし，その意義および効果を検討する． 
(1)手技の実態を明らかにするとともに，効果
について看護師の意識を明らかにする． 
(2)原理である皮下組織層と筋層のズレが生
じるかを検証する． 
(3)筋層への薬液封入の効果があるかを明ら
かにする． 
 
 
３．研究の方法 
(1)手技の実態調査と看護師の意識調査 
①参加観察 

Z-track 法を実践している施設において，
筋肉内注射場面の参加観察を行い，主に以下
の点を中心に手技の実態を明らかにする． 
・どのように皮膚を伸展しているか 
・皮膚はどの程度移動しているか 
・皮膚の伸展前に選定した注射部位は伸展後

どのように判断しているか 
・伸展した皮膚を離すタイミングと速さ 
・抜針する角度 
②縦断的観察 
注射部位の肉眼的所見や薬効について縦

断的に観察し明らかにする． 
・薬剤が皮下への漏れた後の皮下の状態 
・注射後に圧痛を認めた後の皮下の状態 
・注射部位の硬結の変化 
・注射後から次回までの臨床症状の経過 
③聞き取り調査 

Z-track 法実施に対する看護師の意識・考
えを明らかにする． 
・手法に対する考え 
・施行患者の痛みや症状の様子 
・施行時の薬剤の皮下への漏れの程度 
 
(2)皮下組織層と筋層のズレの検証 
①対象：健康な成人女性 
②実験方法：筋注部位（三角筋肩峰中央 5cm
下部，殿部ホッホシュテッターの部位）にマ
ーキングし，Z-track 法に則り皮膚を一方向
に伸展させた際の皮膚表面の肉眼的移動距
離と，同方法でマーキング部位にエコーのプ
ローブを当てて伸展させたときのエコー下
での皮下組織層の移動距離を計測する． 
③分析方法：皮膚表面の移動距離と実際の皮
下組織層の移動距離を比較検討する． 
(3)筋層への薬液封入効果の検証 
①使用動物：日本白色種雄性ウサギおよび
Crj：Wister 系雄性ラット 
②使用薬剤：前立腺肥大症治療薬のオキセン
ドロン（プロステチンⓇ水懸注 200mg/2ml/V）
および統合失調症治療薬のハロペリドール
デカン酸エステル注射液（ハロマンス®注
50mg/1ml/A）（大日本住友製薬） 
 



 

 

③実験方法：ウサギの広背筋・殿筋，および
のラットの大腿筋を用いて，Z-track 法で筋
注する群と，通常の方法で筋注する群を設定
し，筋注後の薬液の皮下組織等への漏れの様
子を比較する． 
④検索方法：注射直後，1 日後，1 週間後に
皮膚表面から肉眼的観察を行い，その後注射
部位の皮下と筋組織を摘出して肉眼観察し
たのち，標本を作製，組織学的に観察する． 
 
 
４．研究成果 
(1) 手技の実態調査と看護師の意識調査 
①Z-track 法施行場面の参加観察を行った．
看護師は独自の学習経験をもとに，皮膚を一
方向に伸展させる時の患者の皮膚固定の工
夫をし，その具体的方法は様々であった．伸
展の強さも施行者によって差があり，皮膚表
面移動距離は数㎜から数 cm まで差があった．
伸展方向は主に患者の体の外側方向であり，
そのため実際の針の刺入部位は最初に決定
した部位より外側となっていた．針の抜針と
同時に皮膚の伸展を解除し，針は速やかに刺
入した角度で抜針していた．少数ではあるが，
一般的な注射後よりも抜針後に出血が続い
た事例があった． 
 
 
②一病院の外来で行われるすべての筋肉内
注射について 3 ヶ月間縦断的に観察した．
300 事例のうち約 1 割のケースに，注射部位
の硬結や内出血，圧痛が認められた．現在，
第 2 段階の調査として，それらのケースを対
象とした注射部位や本人の自覚症状の縦断
的観察を続けている． 
③実際に Z-track 法を施行したことがある看
護師に手法に対して感じていることを聞い
た．本を読んで，医師からの提案で，研修会
で学んでという個人的な学習経験をもとに
施行していた．しかし，病棟内や病院内で統
一した手技としているところはなく，他の看
護師が筋注する際の Z-track 法を行わない時
との差があるのかについては疑問をもって
いた．患者の反応としても，Z-track 法実施
の有無で違いがあるのかは不明だ，との意識
であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2)皮下組織層と筋層のズレの検証 

皮膚を一方向に伸展させると，皮下組織厚
が多い部位ほど，皮膚表面や皮下組織層が動
きやすいことがわかった．しかし，皮膚表面
の移動距離自体，肉眼的な印象よりも，実際
の計測値はかなり少なかった．皮下組織層の
移動距離はさらにその半分以下であり，した
がって，移動が確認できない測定できないケ
ースがあった．結果として，肩峰中央 5cm 下
部では，皮膚表面を肘部の方向にできる限り
強く引いても皮下組織層はほとんど移動し
ないと言えた．また，同部位を水平方向に引
くのは注射器の固定が難しいと予想される
ことから，肩峰中央 5cm 下部では Z-track 法
の施行は困難であると考えられた．一方，殿
部ホッホシュテッターの部位においては，皮
下組織層の移動が確認でき，皮膚表面を一方
向に引くことで皮下組織層と筋層にズレを
生じさせるという理論が証明できた．しかし，
理論上皮下組織層が十分移動するといわれ
る距離までは至らず，その移動程度で薬液を
筋層に封入できるかについては，検討課題と
して残った． 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2　各測定部位の平均皮下組織厚と，皮膚表面および皮下組織層の移動距離
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(3)筋層への薬液封入効果の検証 

Z-track 法で筋注した後の，筋層内での薬
液の貯留状況，皮下組織層への漏れの有無，
筋注部位周辺組織の変化を観察した．その結
果，Z-track 法で施行した群にも薬液が筋層
にとどまりきれずに筋膜下に貯留するもの
があった（図 3）．通常法での施行時と比較し
た結果，薬液の貯留状況や皮下組織層への漏
れの有無に差があるような所見は得られな
かった．また，筋注部位周辺組織の変化では，
Z-track 法での施行時にとくに組織傷害が強
い様子が確認された． 
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図 3 ウサギの広背筋へ，通常法と Z-track 法でオキセ

ンドロンを筋注した後の皮下の様子 

 
 以上，筋注時に薬液を確実に筋層に封じ込
めるために Z-track 法を用いることが望まし
いと理論的に紹介されているが，Z-track 法
の施行実態が未知だった状況において，現在
の課題等が明らかとなった．これまで，日本
の文献での紹介者も施行経験はなく，施行経
験者の存在も不明で実態が分からないとさ
れていた．本研究により，施行者の手技の実
態や手技に対する反応が明らかになったこ
とは貴重である．また，その施行者の疑問に
着目し，Z-track 法の原理が実際に生じうる
かを検証した研究は他にはない．実際に
Z-track 法で施行すべきとされている注射液
を用いて実験的に検討したものも本研究の
みである． 
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